
ＢＣＧとは 

 BCGは、結核による重い病気を予防するワクチンです。感染経路は肺結核患者がせきをし

たときなどに飛散する菌で空気感染することが多いです。感染しても約 80％は初期の段階

で治癒しますが、結核菌が血液やリンパ液を通して全身の臓器に広がることがあり、肺、髄

膜、腎臓などに発病する恐れがあります。発病は感染後 1年以内のことが多いですが、体内

で長く生存できるため 10年後、20年後に発病することもあります。 

 

対象年齢 

1歳に至るまで 

※生後５カ月～８カ月までに接種することが推奨されています。 

 

接種回数と接種間隔 

1回 

 

注意点 

予防接種後は以下の異常な反応がないか観察しましょう。 

・正常な反応 

BCG 接種後 10 日頃から接種部位に赤いポツポツが現われ、一部に小さいうみができること

があります。この反応は接種後 1 カ月頃に最も強くなりますが、接種後 3 カ月頃までには

治り小さな傷あとが残るだけとなります。 

 

・異常な反応（コッホ現象） 

結核菌に感染したことがあると、接種後 1～10 日以内に接種部位に発赤、腫脹、化膿が生

じ、2週間～4週間後に消失、瘢痕化し治癒する反応があります。これをコッホ現象といい、

この反応が見られたときは必ず接種を受けた医療機関を受診してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


